かう い しづ むら 

お 幸の 家 は石津 村で 一 番の 旧家で そして 昔 は 大地 主 

た みやう じ こしら 

であった 為め に、 明治の 維新 後に 百姓が 名字 を 捲へ 

、- お ま.. こ つ 

る 時に も、 沢山の 田と 云 ふ 意味で 太 田と 附 けたと 云 は 

れて 居ました。 それ だのに 祖父の 時に 自身が 社長 をし 

さらしもめん はたん 

て 居た 晒木綿の 会社の 破綻から 一 時に 三分の 二 以上の 

財産 を 失 ひ、 それから 続いて その 祖父が 亡くなり、 代 

つて 家長に なった お 幸の 父 はま だ やっと 二十歳に なつ 

たばかりの 青年であった 為め、 番頭の 悪手 段に かゝっ 

ほ とん すべ 

て 財産 を 殆 ど 総て 他へ 奪 はれて しまった のでした。 

き らう その 

喜 一郎と 云った 其お 幸の 父 も、 お 幸と お 幸より 三つ 

としした ひさきち かか 

歳 下の 長男の 久吉 がま だ 幼少な 時に 肺病に 罹って 二 年 



ます。 お 幸 は 黍が こんなに 大きくな つてから はつひ 人 

かと 思 ふこと が 多くて、 歩き 馴れた 道 も 無気味でした。 

中 村 家の 母家の 陰に なって 居た 月 は 河原へ 出る と 目の 

醒める やうな 光 をお 幸に 浴びせ かけました。 水 も 砂原 

も きら/^ と 銀色に 光って 居ました。 川下の 方に 村の 

ほんた う 

真実の 橋 はあって、 お 幸の 今 渡って 行く の は 中 村 家の 

人と、 此処へ 出入す る 者の 為め に 懸けられて ある 細い 

細い 板 橋です。 鳴り 出した 西 念 寺の 十 時の 鐘の 第 一 音 

に 弾き出される やうに お 幸 は 橋 を 渡って しま ひました。 

もんじゅさま 

一 町 程 行く と 右に 文珠 様の 堂が あります。 お 堂 は 白い 

へ い めいきう さか ひ 

壁の 塀で 囲まれて 居ます。 白壁に は名灸 やら 堺の街 



をと こな 

する ものな ので、 男装して 男 名に して 私 は 早速 郵便 配 

ほした う 

達 夫の 見習 ひに 行かう。 真実に それ はいい こと だとお 

幸 は 思 ふので した。 

何時の間にかお 幸 はもう 稲荷の 森へ 入って 来て 居 ま 

ふくろ ふ しき な 

した。 虫の 声が 遠くな つて 此処で は 梟 が 頻りに 啼ぃ 

て 居ます。 

r 久 ちゃん ご 

お 幸 はい つもの やうに 弟へ 帰った 合図の 声を掛け ま 

した。 古い 戸の がたがたと 開けられる 音が しました。 

「姉さん ご 

久吉は 草履 を 突 掛けてば たばた と 外 へ 走つ て 来 まし 



お 幸に 涙 を 零させる 程の 力の ある 甘い 匂 ひが 立 つ て 居 

そのまま 

ました。 お 幸 は 弟の 好意 を 其 儘 受けて 物 も 云 はず その 

焼芋 を 食べて しま ひました。 久吉 はお 茶の 用意 もして 

くれました。 

「私が 作った もの だもの、 そんなに 甘^しければ 毎 

晚 でもお 食べよ ご 

母親 はじつ と 娘 を 見ながら かう 云 ひました。 

かあさん 

「母 様が お作りに なった からお いしいの よご 

「なんの、 お まへ 自身で 作って 御覧、 もっとお いしい 

よご 

お 幸 はこの 時 ふと 母の 労力 を 無駄 使 ひ を させた と 云 



ふやうな 済まない 気の する こと を 覚えました。 

I 私が 持って行 くご 

皮の 載った 盆 を 下げよう とする 久吉を かう 留めて お 

幸 は 自身で 台所へ 行きました。 

「母さん、 暗くて 見えません けれど、 何 かして 置く 用 

が 此処に ありません かご 

お 幸 はや や 大きい 声で かう 云 ひました。 

「姉さん は 元気が 出た ね ご 

と 久吉が 云 ひました。 

「何も 用 はない よご 

「母さん、 母さん、 僕 は 云って しま ひます よ。 姉さん 



ました。 

「何故 黙って 居ました。 自身の 身体の こと を 自身で 思 

はないで どうす るお 幸。」 

「はい。 私 は 外の 仕事の 見つかる までと 思って 辛抱 

して 居ました けれど ご 

「外の 仕事って ご 

わたし みち 

「 私 今 晚帰リ 途で大 律の 郵便局の 郵便 脚 夫の 見習に 

十五 以上の 男 を 募集す ると 云 ふ^ S 紙 を 見ました から、 

母さん、 私 は 男の 姿に なって 髪なん かも 切って 雇 はれ 

に 行かう かしらと 云 ふやうな こと も考へ て 来たので 

すご 



とお 幸 は 思 ひ 切って 云 ひました。 

「お ま へに そんな 働きが 出来ます かご 

「私 はよ く 歩きます し、 丈夫です しご 

「それだけの 理由で 郵便屋さん になら うと 言 ふの ご 

「い、 え。 私 は 世の中の 手助けになる 仕事です から 

して 見たい のです ご 

「今の 仕事 は ご 

「女中と 云 ふ ものが 主人の 家に 大勢 居る こと は 一 層お 

なまけもの た 

金 持 を 怠惰 者に する だけの もので、 世の中の 為め に は 

ならない と 私 は 気が 附 きました。 さ うぢ やないで せ 

) ^ o - 

う 力 」 



すか ご と 言 ひました。 

「小作人が 少 くて 困って 居る のです もの、 貸して 呉れ 

ますと も ご 

「髪 を 切 つてお 芝居の やうな こと をす るよりも 私 の 

かあさん 

する こと は、 母 様、 あつたので すよ。」 

「何の ことです かご 

「野 仕事です。 百姓です ご 

「さう かね。 お まへ が 郵便局へ 行きたい と 云 ふから、 

わ. is』 ，- あ 

私 は 男に なったり などし ないで、 局長に 逢って 女の 

まま つ か 

儘で、 採用って 貰 ふこと を 一 生 懸命で すれば いいと 思 

つて 居た よ。 私に は 百姓が いいと 云った だけで、 お ま 
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